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１．はじめに  

 東北地方太平洋沖地震津波により，沿岸域の橋梁が多数，流出した．橋梁の流出は救援物資の輸送や，その

後の復興にも影響を与えかねないため，主要道の橋梁や，流出した際に迂回路の確保が困難になる橋梁には，

津波による流出への対策が必要であり，橋桁への作用流体力の特性を理解しなければならない．橋桁への作用

流体力に関する研究は，主として 2004 年 12 月のインド洋大津波以降に実施されるようになってきた．片岡ら

（2006），庄司・森（2006），二井ら（2009）はゲート急開等により発生させた段波状の波による実験結果をも

とに検討を行っている．荒木ら（2008）は孤立波状の波による実験結果をもとに検討を行っている． 

 本研究では，段波状の波による作用波圧と，孤立波状の波による作用波圧を測定し，比較を行うことにより

それらの特性を把握することを目的として水理実験を行った． 

２．水理実験  

 水理実験は，図-1 に示す長さ 44.0ｍ，幅 0.7m，高さ 1.2m の断面 2 次元水路で行った．水路床勾配 1/40 と

1/100 の交点の静水面の上に橋桁模型を設置した．段波状の波を発生させる際は，図中の水路左端に貯水し，

ゲートを開けることにより発生させた．なお，ゲートは波進行方向に向かって倒伏する．孤立波状の波を発生

させる際は，図示していないが水路左端に設置された造波機を用いた． 

 図-2には，橋桁模型の諸元と波圧測定点を示す．本研究では，単純化した水平板を橋桁模型として用いた．

波圧は図中の P1～P10 の 10 箇所で測定した．水路内に設置した橋桁模型を図-3に示す．波圧は，橋桁模型の

沖 3 ヵ所に設置した波高計とともに，1000Hz で測定した． 

 

 

 

 

 

 

 

 図-1 実験水路の概要 

 図-3 橋桁模型 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 橋桁模型の諸元および波圧測定点 

 

 キーワード 波圧，水平板，段波，孤立波 
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３．実験結果  

 図-4に，水平板の沖 20cm での最大水位上昇量 max = 9.2cm，水平板設置位置の水深 d = 7.0cm，水平板下

のクリアランス cl = 3.0cm の段波のケースで測定された水平板の沖 20cm での水位変動  および水平板海側

の P1 で測定された波圧の時系列である．ゲートを開くことにより発生させた段波状の波は，主としてゲート

が倒伏することにより発生した短周期の波も含んでいる．波圧 P1 の時系列には，波作用時に衝撃的な波圧が

作用した後，水位変動に応じた波圧変化が見られる．図-5 および図-6 に，段波状の波および孤立波による水

平板海側の波圧 P1 と P2 の最大値，および水平板下面の波圧 P3 の最大値を示す．孤立波の場合は，水平板位

置での砕波の有無で分類し，図-5 では波圧 P1 と P2 は区別せずプロットしている．段波による測定では，入

射波はすべてのケースで水平板到達前に砕波していたので，Breaking に合わせて緑色としている．水平板海側

面では，段波による波圧最大値は孤立波による波圧最大値よりやや小さいが，顕著な相違があるわけではない．

水平板下面では，段波による波圧最大値は孤立波による波圧最大値の Breaking の場合と同程度であった． 

 

 

 

 

 

図-4 水平板直前での水位変動および水平板海側面での波圧 P1 の時系列（段波） 

 

 

 

 

 

 

 (a) 段波 (b) 孤立波 

図-5 水平板海側面での波圧 P1 および P2 の最大値 

 

 

 

 

 

 

 (a) 段波 (b) 孤立波 

図-6 水平板下面での波圧 P3 の最大値 
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